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論文内容の要旨
四国の瀬戸内海沿岸の沖積低地の層序学的研究は、第四紀の瀬戸内海の形成史解明に重要であるにもか
かわらず、これまで具体的な年代試料に基づいた研究はほとんど行われていなかった。そこで、讃岐平野
中部(高松平野・坂出平野)の地下地質について、豊富なボーリング資料および露頭観察などから、岩本目、
火山灰層序、化石とその放射性炭素年代値、試料中の鉱物、堆積相解析結果を検討し、層序区分の見直し
を行し¥大阪平野地下地質との対比をする。また、復元された堆横環境をもとに更新世後期以降の地形発
達を論じる。
高松平野臨海部の地 F地質は、下位から下部、中部、よ部香東川層、高松層に区分される。これらの年
代は更新世中期~完新世と推定される。上部香東川層、高松層について、堆積相解析を行い、河川|相、河
U相、干潟相、沖浜~外浜相、外浜相、湾央相のいずれかに認定した。上部香東川層は最終氷期ごろの扇
状地~氾濫平野システムにおいて、また高松層は、主に縄文海進およびその後の高海水準期における湾シ
ステム、 2つの三角州システムにより形成されたと、それぞれ推定される。
坂出平野臨海部の地下地質は、下位から順に、本町層、坂出層〈下部層・中部層・上部層)、綾川層に分
けられる。これらの年代は更新世中期~完新聞と推定される。坂出層上部層は最終氷期ごろの後背混地お
よび河床堆積物である。綾川層は、縄文海進およびその後の高海水準期における内湾性堆積物である。
両平野の完新統産貝化石群の種組成を調べ、 VDM特性曲線などに基づき化石群の堆積深度、t!J-水深を推
定した。さらに放射性炭素年代値を加え、 7，000yrs BP以降の相対的海水準変動曲線を求めた。両平野で
は6，000yrs BP前後に海面高頂期を迎えるなど、この曲線に見る海面変化の傾向は大阪湾などにおけるそ
れとほぼ一致するが、海進期における海面標高は本地犠の方が若干高い。
完新世の高松・坂出両平野では、縄文海進に伴い内湾が広がり、三角州の形成が始まった。高海水準期
において三角州は、海側への成長につれて沿岸流の影響を受けたため前方成長は抑制され、根IJ方成長ある
いは海岸半野の発達へと転換していったと考えられる。
論文審査の結果の要旨
瀬戸内海に面し、四回北東部に位置する讃岐平野は、瀬戸内海の第四紀における変遷を考える上で重要
な地域である。しかし、讃岐平野を構成する地層については、その地質学的見地からの研究がほとんど行
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なわれてこなかった。筆者は、讃岐平野中部(両松平野・坂出平野)の地ド地質を明らかにするため、ボー
リング試資料の収集、地下掘削現場の露頭観察、岩楢・火山灰層序、化石と放射性自民素年代測定、堆積相
解析などを行った。
その結果、平野臨海部の標高-20m以浅は、 .r_部更新統~完新統から構成されることが明らかとなった。
これは、それまでの讃岐平野地下を構成する地層の形成時期を一新するものとなっている。さらに筆者は、
地層の堆積相解析結果から、これらの地層が最終氷期の河川システムをへて縄文海進期および高海水準期
の内湾システムによって堆積した堆積物であることを明らかにした。また、合まれる貝化石群集と放射性
炭素年代値から地層形成時期とその当時の古水深を推定し、過去7000年間のこの地域の相対的海水準変動
曲線を求めた。得られた相対的海水準変動の傾向は、これまでに求められている大阪湾や播膳灘における
変動曲線とほぼ一致することが判明した。これらの結果をさらに統合させ占地理変遷としてまとめ、讃岐
平野中部地域では、最終氷期のJ4，j状地・後背地のjよがりが、縄文海進によって内湾化の後、二角州からな
る沖積低地の形成へと変化することを明らかにした。
以上、研究で得られた讃岐平野中部での上部更新位以降の地層形成史とその占地理変遷の知昆は、瀬戸
内海の第凶紀後期の自然、史を考えるkで、また今後の自然環境を考慮する上での重要な基礎資料を提供し
たといえる。このように本論文は第円紀地質学の分野での発展に寄与する成果を得ており、博l:(現学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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